




工程 使用材料 配合 乾燥時間 注意点

1 素地調整
※下地がラワン合板や針葉樹合板、MDF、ビニールクロスの場合は、下地の
状態を入念に確認し、水回りに使用する際は十分注意ください。

2 下塗り モルティエ ホワイトシーラー 清水(0～3%) 約6時間以上
※水性塗料刷毛やウールローラーにて素地が見えないようにしっかり塗布く
ださい

3 攪拌 モルティエ 基材・アクリルポリマー
基材：ポリマー = 
　　100：60～65

※電動撹拌機でダマが残らないようにしっかり攪拌してください。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※攪拌後は約1時間から2時間以内
に使い切ってください。

4
コテ塗り           

 1回目
モルティエ 練った状態 厚さ：0.3～0.5mm 約8～12時間 ※擦るように薄く塗り広げ、塗布量を均一にして下地を作ります。

5
コテ塗り           

 2回目
モルティエ 練った状態 厚さ：0.3～0.5mm 約2～4時間

※1回目が完全に乾いてから、薄くテクスチャーを付けながら2回目を塗りま
す。テクスチャーの模様がそのまま陰影となりますので、小さなコテでランダ
ムに動かして模様を付けます。厚く塗り過ぎないように注意ください。

6
コテ塗り           

 3回目
モルティエ 練った状態 厚さ：0.3～0.5mm 約12～24時間

※2回目が半分ほど乾いたタイミングで追っかけで薄く3回目を塗ります。余
分な材料は削いで塗り過ぎに注意ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　※3回目から約5～10分程度で石を伏せ込むように圧を
かけて押さえていきます。乾燥経過を見ながらコテをランダムに動かして磨
いてください。最後に表面が半乾きになったタイミングで強くコテで押さえて磨
きます。

7 研磨 RYOUBI サンダポリッシャ
ペーパー番体：　　　

　　　#100～#120
※モルティエを塗布後、約12～24時間経過して完全乾燥してからサンダで磨
いてください。陰影が浮き出て表面がツルツルになるまで磨いてください。

8 水拭き 濡れたウエスや雑巾
※サンダで磨き終わってから、削り粉を掃除機やウエスで取り除き、濡れた
ウエスや雑巾で水拭きしてください。白華現象を抑える為、必ず水拭きしてく
ださい

9
シーラー           

  1回目
ブッシュポール 吸水防止剤 清水で3割希釈 約4時間以上

※水拭きから完全に乾いてから塗布してください。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　※水で3割希釈してスポンジやコテ刷毛で浸透するように塗布
ください。

10
シーラー            

   2回目
ブッシュポール 吸水防止剤 清水で1割希釈 約4時間以上

※水拭きから完全に乾いてから塗布してください。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　※2回目は水で1割希釈してスポンジやコテ刷毛で浸透するよ
うに塗布ください。

11
トプコート          

 1回目
ヴェルニシール アクリルトップコート

主剤：硬化剤 = 
　　　　11.5：1

約4時間以上

※ブッシュポールが完全に乾いてから塗布してください。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　※主剤と硬化剤を混ぜて良く攪拌してから短毛ローラ
ーかスポンジで塗布ください。　　※一度混ぜたものは約1時間以内に使用し
てください、

12
トプコート          

 2回目
ヴェルニシール アクリルトップコート

主剤：硬化剤 = 
　　　　11.5：1

約48時間以上
※1回目が完全に乾いてから塗布してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　※主剤と硬化剤を混ぜて良く攪拌してから短毛ローラーかスポン
ジで塗布ください。　　※一度混ぜたものは約1時間以内に使用してください、

下地の凹凸や段差がないようにパテ処理やシーリングで素地を整えてください。

下地：シナ合板、石膏ボード、コンクリート

モルティエ 工程表

施工場所：屋内壁面、テーブルトップ、洗面台、バスルームなど
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